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世界金融危機で大きく落ち込んだロシアの自動車産業が、急速な回復を見せています。日
本自動車工業会によると、ロシアにおける２０１１年の乗用車の新車販売台数は前年比プラ
ス３９％の２６５万台となりました。さらに２０１２年も好調なスタートを切っており、欧
州１位の自動車大国であるドイツと肩を並べる３００万台規模に達するとの予測もでていま
す。資源価格の高騰を追い風に所得が増えた中間層の消費の伸びがその理由です。

ロシアの自動車産業は販売台数に加えて、生産台数の面でも盛り上がりを見せています。
自動車産業の就業者数は軍需産業の約２倍で、政治的にも重要産業と位置付けられていま
す。そのため、ロシア政府は自動車産業への大規模な財政支援と外国メーカーとの提携を促
進することで産業の再生を図っています。２０１１年の国内自動車生産は急回復し、中でも
外国自動車メ カ の増加が目立ちます外国自動車メーカーの増加が目立ちます。

例えば、日産とルノーは、ロシア最大手の自動車メーカー「アフトワズ」の工場で、共同
の生産ラインの稼働を始めました。今後、３社が共同開発した「アフトワズ」の新モデルの
生産など、新しい展開が予定されています。

ドイツを代表する自動車メーカー「フォルクスワーゲン」も、ロシア・ウラジーミル州政
府と新たな自動車工場の建設に関する協議を行っているようです府と新たな自動車工場の建設に関する協議を行っているようです。

自動車産業の急回復を背景に、ロシアの今後の経済成長に期待が集まります。
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